














「原水爆禁止 2020 年世界大会（オンライン）」メッセージ  

 

このたび、原水爆禁止 2020 年世界大会が開催されますことに、

深く敬意と感謝を申し上げます。 

今年は、広島・長崎原爆投下から 75 年の節目を迎えます。原爆

により消し去られた街は復興しましたが、人々の心や体には今もな

お癒えぬ傷が残っています。 

また、３年前、核兵器の開発や保有・使用などを法的に禁止する

「核兵器禁止条約」が国連交渉会議で採択されましたが、いまだに

条例への批准が 50 か国に達せず、発効に至っていません。今後、

条例の早期成立と非保有国を中心に核兵器禁止・廃絶の機運が高ま

ることを願ってやみません。 

 本市は、世界の恒久平和を強く希求し、「非核平和都市」を宣言

しています。私たちは、世界で唯一の被爆国として、戦争がいかに

悲惨であるかを後世に伝えていくとともに、原爆の恐ろしさを風化

させることなく、核兵器廃絶の声を継続していく責務があります。 

核兵器のない平和な世界の実現を目指して、大会のご盛会とご参

会の皆さまのご活躍とご健勝を心よりお祈り申し上げます。 

 

令和２年８月 

行方市長  鈴木 周也   


